
平成２６年１月３１日

本州四国連絡高速道路株式会社

近年、全国で社会資本の老朽化が社会問題となっており、他高速道路会社において大規模更新・

大規模修繕などの計画が策定されるなど、道路構造物においても長期保全や更新に関する技術的な

検討及び対策が急務となっています。

本州四国連絡高速道路（以下、「本四道路」という）では、国内に例のない大規模な構造物である

海峡部長大橋は、土木学会等の委員会で独自に定めた指針等による設計・建設と、予防保全を基本

とする保全方針により 200 年以上の長期にわたる健全性の確保に努めております。

一方、海峡部長大橋以外で一般的な設計基準や NEXCO３社の基準類が適用できた区間（以下、「陸

上部道路」という）についても適切な管理に努めていますが、一部の箇所において NEXCO３社と同様

に、老朽化の進展とともに変状が発生しており、今後、大規模更新・大規模修繕に取り組んでいく

必要があります。

このことから本州四国連絡高速道路株式会社としましては、本四道路が将来にわたり担う重要な

役割に鑑み、NEXCO３社の検討結果を参考にしつつ専門家による第三者委員会※での意見聴取を行い、

大規模更新は現時点で必要ないものの大規模修繕については適切に実施していくこととしました。

以上について、陸上部道路についての大規模更新・大規模修繕の計画（概略）として取りまとめま

したのでお知らせします。

※陸上部の長期保全に係る専門委員会

■大規模更新・大規模修繕計画（概略）

区 分 延 長※ 概算事業費

大規模更新が必要なもの なし

大規模修繕が必要なもの 約 ３０ｋｍ 約 ２５０億円

合 計 約 ２５０億円

※上下線別及び連絡等施設を含んだ対策ごとの延べ延長であり、供用延長と比較できない。

本州四国連絡高速道路の陸上部における

大規模更新・大規模修繕計画（概略）について








